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1993年青森県津軽地 域 にお ける水稲冷害 の解 析
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1  は  し  め  に

昨年度の水稲は,生育初期から低温傾向が続き,草丈の

伸長や葉齢の進展が大幅に抑制されて,生育は遅延した。

農試作況田の幼穂形成期は,平年より6日遅い7月 18日

であったが,その後も低温の持続が予想され,障害不稔の

発生が懸念された。

そこで,低温が障害不稔発生に及ぼす影響を解析する目

的で,幼穂形成期2日後の7月 20日 から水稲の株上げと温

室内での栽培を開始し,3～ 4日 おきに出穂始めの8月 17

日まで続けた。

その結果,黒石市近辺を中心とした津軽地域において ,

特にどの時期の温度条件が障害不稔発生の大きな被害をも

たらしたのか推定できたので,その概要を報告する。

2試 験 方 法

株上げに用いた材料は,農試作況田の中苗表層追肥区の

「むつはまれ」である。

施肥窒素は基肥として成分をa当 り0 8kg,追 肥として03

kgを幼穂形成期の7月 18日 に施した。

株上げ時期は, 7月 20日 ,23日 ,26日 ,30日 ,8月 2日 ,

5日 ,9日 ,13日 ,17日 の計 9回である。

株上げに当ってはなるべく根を切断しないように株上げ

器を用いて注意深く行った。

毎回5,000分の1の ヮグネルポットに10株ずつ株上げし,

直ちに温室内に搬入した。

成熟期に達した後,穂別に収穫し不稔調査を行った。

3 試験結果及び考察

図 1は圃場及び温室における気温の推移を示したもので

ある。

圃場の気温は圃場の近くに設置されているアメダスの値

であるが,7月 10日～8月 18日 までの39日 間に平均気温が

20℃を越えた日はわずか6日 であつた。

温室内の温度は,無加温であるが外気温よりほぼ 5℃高

月  日

図 1 圃場及び温室における気温の推移

い22～27℃位で推移し,従来の知見からこの温度では不稔

障害は発生しないことが知られている。

図 2に ,幼穂長の推移を示した。

この幼穂長は,株上げした個体に隣接した別個体の主稗

における平均値で示している。

図 3は温室内で栽培した10株の不稔歩合の推移を示し,

かっこ内の数値は株上げ最終日である8月 17日 の不稔歩合
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図2 幼穂長の推移
(主得の平均値。株上げした株とは別固体。)
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図3 不稔歩合の推移
(株上げ保温した10株の平均値)
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を100と したときの各株上げ時期の不稔歩合を指数で示し

た。図 3か ら7月 20日～23日 の不稔歩合は52%であるが ,
7月 26日 は112%, 7月 30日 は330%, 8月 2日 が430%
と急激に増加し,8月 5日 が498%,8月 9日以降は535
%程度になっている。
これを,8月 17日 の不稔歩合をllXlと したときの指数で

みると,7月 20日 が10,7月 26日 は21,7月 30日 は62, 8

月 2日が80と急増し,8月 5日が93,以降は100と なって

いる。

このように,不稔の発生は幼穂長の伸びと共に増加して

いるので,株全体でみれば7月 23日 まではほとんど低温の

影響がみられないが,7月 26日 から影響が現れはじめて ,
8月 2日 までに8割まで不稔歩合が増加している。 8月 2

日から9日 までの不稔の増加は106%で ,8月 9日以後の

不稔の増加はみられなかった。

このことから,黒石を中心とした津軽地域の不稔の発生

には,幼穂形成期直後から8月 2日 の低温が強く影響を及

ぼしている。

図 4は ,株上げした材料の不稔歩合を出穂日別に整理 し

たものである。

7月 20日 の材料はどの出穂日も不稔歩合が 5%程度では
とんど差がない。 7月 23日 になると,株全体でみれば影響

が現れていないように見えるが,出穂の早い穂では不稔が

増カロしはじめている。

7月 26日 になると,出穂の早い穂では明らかに不稔が多

くなっているが,一方,出穂の晩い穂ではまだ影響が現れ

ていない。 7月 30日 では,早期に出穂したものは40%の不

稔歩合を越えているが,不稔が10%程度に止まっているも

のもある。

しかし,8月 2日 になると,傾向は7月 30日 と同じであ

るが,不稔歩合は明らかに高くなり60%に達する。8月 2

日以降の不稔の増加は出穂期の晩い穂に明らかで,8月 9

日以降では出穂日にかかわらず不稔は40%を越えている。

このように,不稔の増加を出穂日別に見た場合,どの時

期においても右下がりの傾向が認められ,出穂の早い穂の

不稔歩合が高く,晩い穂で低い。

以上のように,全体としての不稔の発生には,幼穂形成

期直後から8月 9日 ころまでの低温が影響をあたえている

ものの,特に8月 2日 頃までの低温が強く影響しているこ

とを示唆している。これは,幼穂長でいえば10～8 0omの

範囲であり,幼穂発育ステージでいえば,減数分裂期を中

心とする時期に相当し,低温を再現した諸実験で指摘され

てきたことが,実際の水稲冷害の現場でも確認された。
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図4 株上げ時期別,出穂日別不稔歩合の推移
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